
3.20 Search for transients in coincidence with Fast Radio Bursts 
3.20.1 Abstract

• Lorimer etal(2007)らが Parkes電波望遠鏡のアーカイブデータを解析すると、継続時間がミリ秒で、

dispersion measureの測定から宇宙論的な距離からのイベントらしい電波トランジェント(Fast radio 
transient)が検出されたことを皮切りに、この手の FRBは Parkesで数個検出され、2013年に観測論
文が出版された。いくつかのイベントはLIGO S6が行われていた時期だったので、秘密裏にフォロー
アップ観測も行われたが、付随する重力波は検出されなかった。しかしこのことはLIGO内部でも秘密
裏に行われたために不満も多く、MoUの結び方（実際、MoUの枠外の活動だった）が検討された。

• HTRU とLIGO-Virgoの間でまだ出版されていない FRBイベントについてのトリガーサーチに関す

るMoUが結ばれた。

• そのMoUに従ってフォローアップ観測を行う。

3.20.2 Scientific Justification

FRBについてはその波源がまるでわかっていないので、バーストサーチを行う。願わくばそのメカニ済みに関し
て何かヒントを得たい。

• もしFRBが星のコア崩壊型のものだったり、

地球の perytonであったら重力波検出は
期待できない。

• Cosmic strings peryton



• CBC

• Single neutron stars



3.20.3 Search Description

• HTRUが提供するイベントについてのToO型のサーチを行う。イベントレートはひと月に１イベントも
無いだろう。

• GRB-burstサーチと類似しているので、GB-type X-pipelineを用いる。

• コードの変更は必要ないので、レヴューもいらない。が、重力波源のモデルに応じたパラメータチューニ

ングは必要。

• GRB と類似して、on-sourceの時間窓は４分。ToOサーチではParkesによる到来方向制限ができ
るので、その制限を用いる。

• バックグラウンド rejection cutをチューニングするために、いくつかのモデルに応じたインジェクション
を行う。

• Single neutron star起源の重力波ー電波の同時 emission メカニズムも検討しており、そうすると

3kHzまで探査領域にしたい。




